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平成２８年度第３回栗原市総合教育会議議事録 

 

１ 招集日時  平成２９年３月２２日（水） 午後２時００分 

 

２ 招集場所  栗原市役所 ２０５・２０６会議室 

 

３ 出席構成員  

  栗原市長   佐 藤   勇 

  教育委員長  佐々木 一 彦   教育委員長職務代理者  白 鳥 正 文 

教育委員   千 葉 みどり    教育長  亀 井 芳 光  

（欠席者：教育委員 笠 間 八十公） 

 

４ 説明等のため出席した者 

    教 育 部 長     佐 藤 義 郎    教育部次長       鹿 野 有 三 

    教育部次長     小野寺 一 浩    教育総務課長       白 鳥 嘉 浩 

学校教育課長     加 藤 栄 悦    学校教育課副参事     高 橋   伸 

社会教育課長     菅 原 良 昭    文化財保護課長      髙 橋 久 悦 

   教育研究センター所長 原   吉 宏    教育研究センター副参事  古 山 明 宏 

総務部総務課長    髙 橋 征 彦 

 

５ 事務局職員 

    教育総務課長補佐   白 鳥 明 美    教育総務課主幹兼係長   佐々木 としえ 

 

６ 開  会                                   午後２時００分 

教育総務課長  皆様ご起立願います。ただいまから、平成２８年度第３回栗原市総合教育会議を開催いたし

ます。 

一同「礼」 

        御着席ください。佐藤市長より挨拶を申し上げます。よろしくお願いします。 

 

 ７ 市長挨拶   

  佐藤市長  本日は、お忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

教育委員の皆様には、日頃から市政の遂行に、特段のご理解とご協力を賜り心から感謝申し

上げます。 

私事ではありますが、４月３０日の任期満了を目前とし、振り返ると、平成１７年５月、「情

熱・改革・実行」を掲げ、栗原市の初代市長に就任して以来、日本一暮らやすい栗原市を築く

ため、一日一生の思いで市政の運営に当たってまいりました。 

平成２５年３期目に当たりましては、「さぁ明日へ。もっと前進！！」をスローガンに、「新

たな７つの成長戦略」を掲げ、様々な施策を展開してきたところであります。 

特に、教育に関する取組みといたしましては、戦略４の「幼稚園の３年保育の実現と、保育

所入所待機児童をゼロにする」取組みでは、幼稚園・保育所一体施設整備事業や幼稚園預かり
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保育の拡充を図り、平成２８年度から市内すべての幼稚園での３年保育と預かり保育の実施を

実現することができました。戦略５の「“学府くりはら”を目指して、小・中学生の学力をレベ

ルアップする」取組みでは、任期付市費負担教員を採用し、３５人を標準とする学級編制によ

る少人数学級推進事業や、中学校における「少人数指導事業」、さらには、タブレット端末を活

用した「学校ＩＣＴ環境推進事業」などに取組んだほか、学習会推進事業や親子を対象とした

家庭学習推進事業など、市独自の総合的な学力向上施策を実施してまいりました。 

         また、平成２６年に運営を開始した市独自の教育研究センターでは、教員を対象として、全

国学力学習状況調査の結果をもとに算数・数学に特化した研修会の実施や、学級満足度調査結

果の検証に基づく研修会の開催など、安心して学習に取組める環境づくりに取組んでまいりま

した。 

本日の会議は、本年度最後となりましたが、「平成２９年度栗原市教育基本方針」に基づき

取り組む施策や事業について確認するとともに、拡充する事業など重点的に取り組む事業の

内容について、教育委員の皆様と意見交換をしてまいりたいと存じますので、ご忌憚のない

ご意見をお願い申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

８ 議事 

教育総務課長  ありがとうございました。栗原市総合教育会議運営要綱第３条により、市長に議長となって

いただき、議事を進行していただきたいと思います。 

        佐藤市長よろしくお願いいたします。  

   佐藤市長  それでは、次第に従って進めてまいります。皆様よろしくお願いいたします。 

         議題（１）教育大綱の実現に向けての協議についてでございますが、①平成２９年度栗原市

教育基本方針についてと、②次年度の主要事業については関連がありますので、併せて説明願

います。 

教育総務課長  それでは、資料１の１ページをお開き願います。平成２９年度栗原市教育基本方針について

ご説明いたします。 

本来、教育基本方針は、市の基本構想に基づき策定されるものでありますが、「第二次栗原市

総合計画」につきましては、１２月に基本構想が議決され、基本計画が２月議会で議決されま

した。基本計画の議決後に、市の教育大綱や教育基本方針を見直すことになりますと、平成２

９年度の学校運営に支障をきたすことから、平成２９年度はこれまでの教育大綱に基づき策定

したものです。なお、平成２９年度中に、基本構想・基本計画に基づき、教育大綱・教育基本

方針の見直しを行うことといたします。 

１ページにつきましては、平成２９年度教育基本方針ですが、「栗原市教育等の振興に関する

施策の大綱」を基にしており、内容は平成２８年度と同様としたものであります。２ページか

ら４ページまで、学校教育の目標と具体的な施策を記載しております。５ページから６ページ

までが、社会教育の目標と具体的な施策について記載しおります。 

資料は、７ページをご覧ください。学校教育の具体的施策と関連事業を記載したものであり

ますが、右側に関連する事業を記載しており、平成２９年度に新規で取り組む事業を赤色で、

拡充する事業を青色でお示しております。 

この部分についてご説明いたします。「栗原市公共施設等総合管理計画に基づく個別の管理計

画策定」につきましては、平成２９年度に学校施設の運営状況や老朽化の状況など実態調査を

行い、施設整備を検討する際の基礎データを整備します。 

         「瀬峰地区幼保一体施設建設建築事業」につきましては、平成３０年４月開園に向けて、整

備を進めます。 

         「閉校施設の備品等調査」につきましては、適切な管理を行うために、まずは台帳整理など

各施設の内容を調査してまいりたいと思います。 

         「任期付き幼稚園教諭の採用」につきましては、職員の出産、育児、介護などの休業により
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一定期間不足する幼稚園教諭を確保するため採用するものであります。 

  「幼稚園、小・中学校のホームページ開設」につきましては、現在、開設率が５７％とな

っておりますが、今後市内全ての小・中学校で開設するものであります。 

 「教育研究センター事業の拡充」につきましては、後ほど、教育研究センターからご説明 

いたします。 

 「学力向上プロッジェクト事業」につきましては、学力向上研究推進協議会の設置や、学

力向上研究指定校の指定など、様々な取り組みを実施してまいります。 

「（仮称）県英語検定の結果分析」につきましては、中学校２年生を対象として県が実施し

ます「英語能力測定テスト」を活用し、学習成果の確認や英語力向上に向けた指導改善等に

生かしていきます。 

「重大事案発生時における緊急対応の手引きの活用」につきましては、平成２８年に弁護

士や関係機関の方々で協議し策定した手引書を、今後活用していこうとするものです。 

「命を大切にする教育の推進」につきましては、自殺予防教育プログラムへの理解が深ま

るよう、取り組みを強化していきます。 

８ページをお開き願います。社会教育関係になります。「セカンドブック事業」につきまし

ては、市内の３歳児を対象に本を１冊贈呈するものです。 

「放課後児童クラブの拡充」につきましては、市内全地区１２か所で土曜日も利用できる

ように拡充したものです。 

「読書通帳」につきましては、市内１０か所の図書館、図書室で、図書通帳を配布し、利

用することで、利用状況が記録として残り、読書意欲の向上を図ろうとするものです。 

「栗原市公共施設等総合管理計画に基づく個別の管理計画策定」につきましては、公民館

施設の運営状況や老朽化の状況など実態調査を行い、施設整備を検討する際の基礎データを

整備します。以下、文化施設や体育施設も同様です。 

          「ＪＥＴプログラムへの申請と活用」につきましては、オーストラリアから、ホッケー競

技の指導者を招へいし、競技力の向上を目指すもので、現在申し込み行ったところです。 

「協定自治体文化交流事業補助金」につきましては、市が協定を結んでいる自治体との多

様な文化交流に参加する際の交通費等を補助するものです。 

「歴史・文化の継承支援伝統芸能活動支援事業の拡充」につきましては、伝統文化の保存・

伝承を図るため、人材育成や後継者育成等の活動支援を行います。 

「標柱等更新計画の策定」につきましては、老朽化し表示が見えにくくなっている標柱に

ついて調査し、更新計画を策定します。 

「ガンバレ！スポーツ・文化合宿支援事業」につきましては、市外の学生が市内で宿泊合

宿する際に、その経費の一部を補助し、市内の施設を活用した合宿を支援するものです。 

「築館多目的競技場整備事業」は、管理棟、観覧席等を設置し照明を改修するものです。 

資料２につきましては、平成２９年度の主要事業の内、当初予算に掲載された教育関係の

事業であります。 

          資料３の①から⑤までは、それぞれの新規事業、拡充事業の個別資料になります。  

それでは、最初に、教育研究センターからご説明いたします。 

教育研究センター  教育研究センターでございます。資料３－①になります。まず、１枚目をご覧ください。 

所長       平成２６年９月にセンター開所してからの経過、経緯について示しております。センターの

使命でございますが、栗原市の教育課題の解決に向け、学校力、教師力の向上を図るための

支援を行い、次代を担う人づくり＝学府くりはらの実現に資することであります。特に、当

分の間は、学力向上に特化した事業を展開していくことにしております。その達成に向け、

３つの方針、６つの事業の柱に基づいて研修事業を進めてまいりました。今年度で３年を終

えようとしています。各年度の事業実績を次の２枚目以降に示しております。この３年間の

事業の実績の内容を簡単にお話ししますと、利用者数は、２６年度は年度途中の開設になり

ますが１，０２６人、２７年度は２，０７７人、２８年度は３，９９１人と、着実に増加し

ております。指導主事や特任教授の派遣回数や研修会の本数、受講者数も同様に年度を追う

ごとに増加しています。教育研究センターの本題、機能性が市の内外の関係者に認識される

ようになってきたと思っております。研修事業の中身としましては、栗原市の教育課題の解
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決に向けまして、学力の向上、いじめ・不登校の解消、学びの土台づくりに向けた幼稚園教

育への支援、教員の資質・指導力の向上を中心に取り組んでまいりました。そのようなくく

りで各年度の事業実績をまとめております。これまで３年間の研修事業について、研修後の

受講者のアンケートや学校訪問等を通じて評価・検証してみますと、座学ではないワークシ

ョップ型の研修、情報交換の場の設定、研究授業と討議をセットした研修、現場の学校に出

向いての研修などが評価の高い研修となっています。このことが、２９年度以降の研修事業

設定のポイントになるのではないかと確認しているところです。 

 それでは、平成２９年度事業の概要について説明いたします。資料の５枚目をご覧くださ

い。２９年度は学力向上研究指定事業に関し、研究指定校への特任教授等派遣による支援を

大きな目玉としております。２９年度は７校の研究推進校に年間３回程度の授業研究会を位

置付けておりまして、その授業研究の指導案づくりから当日の授業研究、研究協議、その後

の振り返りまで特任教授が推進校の校内研究に参加する計画を立てております。また、推進

校の教員だけのものでなく、市内の他の小中学校の教員も学力向上研究推進校の授業研究会

に参加して研修の実を上げる、そして、自校に戻り、自校の校内研究の推進に資することが

期待されます。その派遣事業の推進に向けて、算数・数学担当特任教授を１名増員していた

だき、特任教授５名体制、その内１名は幼稚園担当でございまして、小中学校の学力向上に

は４名の特任教授で支援してまいります。学力向上推進校への特任教授派遣を学力向上の主

要事業と位置付け、その他の学力向上に向けた研修会は推進校の研究授業にも参加するとい

うことになりますので、教員の負担を軽減することも考慮して、市教委の施策と関連して、

本当に必要な研修として、小学校外国語活動研修会、ＩＣＴ活用研修会のふたつに絞り込み

ました。小学校外国語活動につきましては文科省が Hi,friends!のテキストを変更して２年

目であり、現場からの研修継続の要望もあります。ＩＣＴ活用研修会は、タブレット端末配

置後の研修は今後も必要であります。センターでの３回の研修のほかに、各小中学校に出向

いて、２０校で研修を行う予定です。 

続きまして、いじめ・不登校に向けた研修会でございます。学校生活満足度尺度調査いわ

ゆるＱ‐Ｕ調査の出前研修会を今年度は小学校１校、中学校１校で行いましたが、来年度は

予算が増額になりまして、小中学校各２校、計４校で開催します。このＱ－Ｕ調査は、学年、

学級における良好な人間関係の構築、いじめ・不登校傾向児童生徒の早期発見に大変効果が

あり、学級集団の士気を高める手立てのヒントになると共に、信頼関係の高い学級集団は学

力向上に良い影響を与えるという研究結果もあります。また、道徳教育は豊かな心の醸成の

中核を為すものです。これについても、現場からの研修会設置の要望が強くありました。学

習指導要領の改訂でも、特別な教科道徳の先行実施に向けた具体的な計画が出ているところ

でございます。 

続きまして、学びの土台づくりに向けた研修会です。幼稚園３年保育実施２年目でござい

ます。２８年度と同様に、手厚く研修会を設定しております。新任幼稚園教諭・保育士研修

会は２８年度は年１回でございましたが、年２回に増やしてございます。２８年度から実施

しました若手教員の指導力向上のアドバイザー派遣は、小中学校は、学力向上研究指定事業

がございますので実施しませんが、幼稚園は、派遣要請も多く、２９年度も実施し、支援を

していきたいと考えております。このアドバイザー派遣の事業の中では、来年度は先輩教諭

の授業参観等も設定し、さらなる指導力の向上に結び付けたいと考えております。 
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資質・指導力向上に向けた研修会では、校長研修会に、Ｑ－Ｕの発案者である早稲田大学

の河村教授を講師として招へいし、学校経営、学校運営へのＱ－Ｕ調査の活用を中心に講義

してもらい、いじめ・不登校の解消に結び付けてもらいたいと考えております。校長だけで

なく、多くの受講者を募るように計画していきたいと思います。また、幼稚園・学校補助員

研修会を年４回設定しております。特別な配慮を要する子が増えていると聞いております。

そのような子どもたちへの基本的な支援のあり方を講義してもらい、２回目は取り組んだ成

果と課題の発表や情報交換をする、２回で１セットということで考えておりますが、幼稚園

の預かり保育の補助員の方にも研修に参加できる機会を保証する、そのような時間設定を考

えております。 

 研修を中心に説明しましたが、その他、研究・調査、教育情報提供、学習支援、教育相談

等の事業につきましても、基本的に、今年度の成果と課題を引き継ぎ、実施してまいります。 

 以上２９年度事業の概要について説明いたしました。今後も、研修会、学校訪問などを通

して、現場の教員の声や悩み、要望などを教育行政につなぐ役割をしっかり果たして、栗原

市の教育課題の解決に努めたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

学校教育課長    それでは、続きまして資料３－②の栗原市教育委員会第１期学力向上対策プロジェクト事

業の概要について説明いたします。 

          最初に、現状でございますが、全国・県学力学習状況調査の中で、小学校はかなり頑張っ

てきておりまして、全国の平均正答率とのかい離が小さくなってございますが、中学校は、

特に数学の基本と応用に大きなかい離がみられるところが残念なところでございます。こう

いった現状の背景につきまして、３つ掲げているところでございますが、先ほど市長が申し

上げたとおり様々な教育施策を講じているところでございますが、なかなか効果が見えない

といったところから、来年度は、その対策といたしまして、市教委、校長会、各学校、教育

事務所の４者の協働体制を取りまして、市全体又は中学校区で、記載の５つの点について調

査研究を行いながら、全体的な学力の引き上げを図っていきたいといった内容でございます。 

         具体的には、授業づくりの視点の中ではご覧のような効果の検証等を行っていく、授業外に

つきましては、放課後や早朝の時間を使っての学習会、それから、どうしても家庭学習の時

間が短いということが本市の特徴として挙げられておりますので、家庭学習指導のあり方に

ついての研究を行っていきたいということでございます。前回からの進捗状況でございます

が、１２月２日に市内の小中学校の研究主任を対象としました学力向上研修会を開催し、今

年度及び次年度の取り組みについて協議を行ったところであります。その後、１月３０日の

栗原市立小中学校長会議の臨時会を開きまして、学力向上対策プロジェクト事業について校

長先生方に対して協力を求め、２月６日の第１０回学校長会におきまして、正式に市独自の

教育研究指定校事業を行う説明を行ったところでございます。２月２８日には学力向上研究

指定推進事業準備会ということで、平成２９年、３０年の市独自の研究指定校の校長先生、

小中学校の研究主任の方々に集まっていただきまして協議を行いました。裏面が市独自の研

究指定校の予定でございます。平成２９年度・３０年度につきましては、若柳中学校区で若

柳小学校と若柳中学校の２校、栗原西中学校区で一迫小学校、花山小学校、栗原西中学校の

３校、金成中学校区で金成小中学校の２校、合計７校で、２か年度に渡って調査研究を行っ

ていくといった内容でございます。事業の推進体制でございますが、学力向上研究推進協議

会を立ち上げたいと思います。その前段として２月２８日に準備会を開催したところでござ

います。こういった構成の中で、連携協定を結んでおります宮城教育大学等の教授等をアド
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バイザーとして設置しながら、いろいろな調査研究を行っていくということであります。そ

れから、新たな取り組みとして、学力向上研究指定校事業ということで、先ほど申し上げま

した７校について、平成２９年度と３０年度、研究指定事業を行うということでありまして、

先ほど教育研究センター所長が申し上げましたが、特任教授による指導訪問と教育事務所の

指導主事に指導訪問をしていただく体制を整えたところであります。学校におきましては、

２か年目の最終段階で、公開授業を行って、その成果を発表するといったようなことを考え

ております。スケジュールにつきましては、学力向上研究推進協議会の運営方法について概

ね年５回程度会議の開催をいたしまして、それぞれの学校における研究指定事業の進捗状況

に応じた協議を行うといった流れを考えてございます。さらに、本事業の一環といたしまし

て、市内の教員の秋田県大仙市への派遣ということを計画してございます。こちらは新規事

業でございまして、１週間の日程で教員を派遣する予定でございます。来年度の研究指定校

となる７校から１名ずつ対象教員を出していただいて、５日間にわたって研修を行ってまい

ります。その中で特徴的なことは、約２日間、実際に向こうの学校で教壇に立って秋田の子

どもたちを教えるといったようなことを行います。先生方はその成果を持ち帰っていただい

て、市内の先生方に広めるということも行いますし、もちろん校内にも広めるということで、

波及効果を期待しているところでございます。さらに、学校からの要望もございまして、学

習教材のダウンロードのライセンス取得料も予算として確保したところでございます。こち

らについては、ＩＣＴ環境も整ってきてございますので、電子教科書や各種問題集をダウン

ロードするためのライセンスの購入費用を各学校に準備するものでございます。そういった

ものを使って、朝の空いた時間での繰り返し学習等を通じてスキルのアップを図っていきた

いと考えてございます。以上でございます。 

教育総務課長   資料３－③、瀬峰地区幼保一体施設整備事業の概要を説明します。１枚目がパース図、２

枚目が配置図でございます。市道瀬峰小学校線から通路を設けまして、北側に建物、南側に

園庭となってございます。次に園の平面図になります。南側の真ん中に職員室、右側が保育

所保育室、左側が幼稚園保育室です。北側は厨房、遊戯室等になります。次に、スケジュー

ルでございます。文化財発掘調査のエリアが広がったために、敷地造成工事が４月までずれ

込む形になっていますが、建設工事については、先日、安全祈願祭を実施し、工事に着手し

ているところでございます。工期が１月までとなっていますが、出来るだけ早めに終了して、

外構工事や備品購入に着手しながら、４月の開園に向け進めてまいりたいと思います。以上

でございます。 

社会教育課長   資料３－④、放課後児童クラブの拡充について説明します。現在は月曜日から金曜日まで

の開設ですが、土曜日まで拡充するという内容でございます。開設時間につきましては、従

来の祝日や長期休業日と同様、午前７時３０分から午後６時３０分までで、開設場所は全放

課後児童クラブの市内１２箇所でございます。これによりまして、保護者の皆さんの申込の

区分が２つに分かれることになります。「月～土曜日」あるいは「月～金曜日」となります。

１人目の料金で説明しますと、「月～土曜日」は月４，０００円、「月～金曜日」は従来通り

月３，０００円でございます。現在、拡充の利用申請を受け付けているところですが、昨日

現在８６名の方から申請があったところです。本日まで申請を受付し、審査を経て４月１日

から利用できるようにしてまいりますが、その後の申請についても随時受付し、決定してま

いりたいと思っております。 

          次に、資料３－⑤、築館多目的競技場整備事業について説明します。１枚目がパース図、
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次のページが施設配置図です。今回の事業につきましては、管理棟や倉庫の建築、さらに照

明施設は現在のものを撤去し新設いたします。それによりまして、競技に必要な５００ルク

スを確保するものでございます。また、２００席の観覧席を２か所、計４００席を設置する

内容でございます。次のページが管理棟の平面図でございます。最後のページがスケジュー

ルになります。管理棟、倉庫、照明施設をそれぞれ建築・電気・機械に分けて発注している

ところであります。観覧席は、都市計画区域のため周辺の公聴会等が必要であることから７

月の入札・契約、８月着工の予定であります。全てを来年の１月末までに完了し、３０年か

ら日本ホッケー協会とオ－ストラリアホッケー協会が予定している両国代表チームの強化試

合等を招へいする準備に入ってまいりたいと考えております。以上でございます。 

   佐藤市長   只今、事務局から、平成２９年度栗原市教育基本方針と主要事業についての説明がありま

した。また、教育研究センターについても詳しく説明がありましたので、教育委員の皆様か

らご意見、ご質問をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 佐々木委員長   栗原市の教育基本方針については、これまで吟味を繰り返してきましたので、全体として、

本市の教育課題に対応して今後を見据えたメリハリのある計画になっていると思います。４

月以降に見直しを図るということですが、その土台はしっかり出来ていると思います。 

          ２９年度の新規事業ですが、閉校施設の備品等調査は、時間が経過しているわけですが、

必要なことと思いますので、実態を精査し、整理・保存・活用を行ってほしいと思います。 

幼・小・中のホームページ開設については、開設率５７パーセントということで約半分で

すが、学校からの発信の大事な手段であります。たまに他の学校のホームページを見ること

がありますが、学校の独自性や個性が発揮されるようなページになってほしいという気持ち

があります。逆に、全国的に見て、個人情報に関することや、映像権など、いろいろなトラ

ブルもありますので、そのような負の部分にも十分留意をしていただきたいと思います。ま

た、半分以下の開設していない学校等は、堪能な人が居ない、そういうこともありますので、

そのような部分へのフォローをしていただければと思います。 

重大事案発生時における緊急対応の手引きの活用については、大切なことは、活用が出来

る土台が常にあるということだと思いますので、管理職や担当者、全職員、それぞれのレベ

ルごとの研修をしていただいて、そのような事態にいつでも対応できる土台づくりをしてい

ただきたいと思います。 

学力向上対策プロジェクト事業については、非常に期待感を持っております。本市の学力

向上に関して、３月に広報別冊で「新たな７つの成長戦略達成状況報告」が配布されました

が、戦略５は「学府くりはら」のための主な取組ということで、主に１０の事業に取り組ん

できて成果を出してきたわけですが、説明責任を果たすという出し方からすれば、欲を言え

ば、学力向上が図られた具体例、学力調査でもプラスの要素で結果が出ているものもあるの

で、そのようなものをここに併せて載せることによって、市民の皆さんに状況を知ってもら

う、あるいは、取り組んできた方が達成感を持つ、そのように載せてもらったほうが良かっ

たかなという感想を持ちました。関連して、新しいプロジェクト事業に関しては、ゴールの

姿というものを、提案する人も、教職員も、保護者も、どうなった時に栗原の学力向上が果

たされたのか、ここまではしたい、そういったことを、スタートする前に共通認識するとい

うことが必要です。教育については、長期のスパンで成果が求められる訳で、数値は馴染ま

ないという考え方もありますが、しかしながら事業として取り組むわけですから、具体的な

ゴールの姿を共有するということは大切なことだと思います。学力向上という言葉の意味す
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るものは多彩です。先生方は、皆、自分の考えを持って、子どもたちの学力を向上させたい

と、日々頑張っています。家庭でも、子供の学力の向上を、皆願っています。一方、国の学

力調査やＰＩＳＡで求める学力というのはこれからの子どもたちが身に付けなければならな

い学力であることは明確なことです。それをどのようにして育てていくのかを共通理解して、

先生方にはそれに基づいて指導法を改善してもらう、保護者の方にもよく理解してもらい後

押ししてもらう。そのようなことがどのくらいできるかがこの事業の成否に関わると思って

います。その辺を検討してもらえばいいかなと思います。 

それから、文科省が２６年度の中３の英語力調査結果を出したのですが、「聞く・話す・読 

む・書く」の４技能 文科省では卒業段階でこれらの５０パーセント以上が英検３級程度、

それを望んでいるということでしたが、４技能のうちの「書く」だけが５０パーセントを少

し超えただけで、「書く」にしても無得点が１５．６パーセントということで、非常に差が大

きいわけです。教育研究センターでの事業で２６、２７年度と英語の研修会事業を実施して

いただいて、先生方から話を聞くと、意識が変わって意欲的に取り組むことが多く見られて

よかったのですが、２９年度は、小学校の英語の研修会のみのようです。先ほどのセンター

所長さんの話から、充実した体制に向けて努力している様子が分かりますが、中学校の英語

教員の研修も単発でなくシリーズでやるとか、そのようなことも考えてもらうとありがたい

なと思いました。 

最後になりますが、今年度第３回目ということで、振り返ってみると、市長さんには本市 

の発足以来「学府くりはら」を掲げて、教育を重視していただき、必要な財政支援、人的配

置をしていただきました。幼稚園の３年保育の完全実施、少人数学級、少人数指導、補助員

の配置、ＡＬＴの配置等、他に先駆けて手厚くしていただきました。市の教育研究センター

の施設人員も仙台市に次ぐ規模だと認識しております。また、今回新たに、算数・数学担当

特任教授を配置していただき、大きな課題に正対できるようになりました。現場で働いてい

る人達は、このような土台づくりに敏感に反応しておりまして、心強さや、ここで働くやり

がい、そのようなものを感じて、頑張ってきたかと思います。区切りの総合教育会議であり

ますので、教育に関わる者の一人として、改めて感謝を申し上げたいと思います。 

   佐藤市長   ありがとうございます。うれしい限りであります。今伺っていて気になったのが、７つの 

成長戦略の経過を市民の皆様に絶対に知らしめるべきだということで、別冊にして配布した 

のですが、どこまで出来たのか、出来ていなければ、次の課題になるから、そこまでの数値 

でいいから、成果表を出させていただいきました。この中でもう少し突っ込んでなぜそうな 

のか説明する必要があったのかと思いますが、とりあえず問題提起で１２年間の総括ができ 

たかと思っています。いろいろお話しいただき、ありがとうございました。では、白鳥委員 

さん、どうぞ。 

   白鳥委員   基本方針の体系図と教育研究センター事業のほうで質問等させていただきます。 

          まず、委員長さんの話にもありましたが、学校のホームページ開設が半分ちょっとという 

ことで、もっといいのかと思っていました。花山の特認校に関して市外の方にもＰＲが必要 

かと思っています。市の六次産業推進室からの情報によれば、宮城県で、移住してみたい市 

町村のナンバーワンが栗原市ということで、外から見れば栗原市は非常に魅力のある市との 

評価を受けたようです。全国でも２３位とすごい上位で、栗原市がそれだけ全国的にも有名、 

魅力のある市だということの情報をいただいたのですが、それら含めて、花山の特認校とし 

ての情報をホームページで発信しているのか、その辺の情報をお聞かせください。また、文 
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化財保護のほうでは、私も要望をさせてもらっているのですが、アンケート調査を実施した 

ようですが、その結果の集計等があれば、今後の方向、考え、アンケートを受けてどのよう 

にしていこうとしているのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

教育研究センターのほうでは、ＩＣＴ関係について、昨年の秋、川島隆太先生の講演会が 

ありました。そのお話しによれば、結局、テレビやスマホを見ている時、人間の脳は働かな

い、停止しているような状態だというお話しでした。タブレットでの勉強、それだけに特化

してしまうと、やはり脳のほうが記憶できない、補助教材として有効に使った方がいいので

はないかというようなお話しを受けたと思いました。中学校では国語や英語に活用している

ということも以前聞きましたが、そういうことで、方向転換や見直しがあったのかどうか、

今後ＩＣＴをどのように活用していくのか、その考えをお聞かせください。 

それから、幼稚園の学びの土台づくりに向けた研修会は多岐に渡る研修会があります。先 

生方の研修、それに加えて、その内容の中に、どうしても若い親の子育てに関し、核家族化

が進んで、未熟な親が多いと思います。３歳から幼稚園ということで、そういう、親も一緒

に教育していくような取り組みも必要ではないかと思います。先生方だけの研修会でなく、

親も一緒に交えて、若い親を対象としたプログラムがあってもいいのではないかと考えまし

た。以上でございます。 

   佐藤市長   教育長から話を聞かせてもらったところ、花山小学校の入学式は、入学生がいないため実 

施しない予定だったのが、転入があり、入学式が行われることになったそうで、良かったな 

あという話をしました。他にも転入がありそうだという話もあります。そういう意味で、特 

認校のＰＲについてと、二つ目が文化財のアンケート調査を受けてどう対応をしたか、あと 

は所長さんからどうぞ。 

 学校教育課長   学校教育課からは、ホームページにおける花山小学校特認校のＰＲについてでございます 

が、学校教育課のページの中でＰＲを行っているところでございます。関連して、先ほどの 

委員長さんの話にもありました、幼・小・中のホームページの開設でございますが、市政情 

報課と調整を行いまして、各学校にＩＤとアカウントをもらって、学校管理のもとで逐一更 

新が出来る体制を整えることになりました。例年、６月頃に操作説明会をするということで 

ございますので、そういった形で立ち上げていきたいと、教育研究センターのＩＣＴ担当と 

調整しております。 

文化財保護課長   文化財の関係ですが、民俗芸能の保持団体に対しましてアンケート調査を実施しておりま 

して、現在集計作業中で、まだ確定ではございませんが、状況を確認しますと、後継者不足 

によって継承が困難だというのが大多分のご意見として出ておりました。やはり、実情はそ 

うだなということで、それに対して、出来るだけ継承していただくことが出来るように、さ 

らには、今も、現状として一生懸命活動している団体に、今後も活発に活動していただける 

よう、支援事業として補助金の拡充を予定しております。これにつきましては、要綱等を調 

整しており、６月補正の段階で確実な金額を計上したいと考えております。 

教育研究センター  ＩＣＴの活用に関しては、白鳥委員さんのお話しにもあったとおり、川島隆太先生の講演 

所長       の中で、ＩＣＴだけでやっていったら大変なことになるという話もありました。ただ、授業

の中でＩＣＴ、タブレットを使うということは、黒板やチョークのような道具の一つとして、 

         活用によって効果が上がる場面で使うということでございます。それが一番忘れてはいけな

いことだと我々も思っております。また、タブレットの利点としては、授業する指導者が子

どもたちの学習状況を全部把握できる、この子はどこまでやっているのか、全体ではどうな
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っているのか、教師用のタブレットで確認できることがあります。そういうことでいろいろ

な評価とか授業の進捗を確認し変更したり、そういうツールにもなる、そのようなことで研

修を受けてもらっています。 

   佐藤市長   保護者の教育の件はどうですか。 

 学校教育課長   実際に幼稚園の園長先生方とお話しすると、「家庭の教育力が非常に大事ではないですか。」 

という話をされます。宮城県におきましては、平成２３年に学ぶ土台づくり推進計画を作り

まして、２７年に第２次推進計画を作ったところでございます。その中で、県で様々な出前

講座のような形で支援を行っていますし、社会教育課でやっている家庭学習推進事業の中で、

例えば保護者会の時に講師を呼んで研修するといったような形で、各幼稚園で様々な工夫を

しているところでありますが、保育参観が終わるとすぐに帰ってしまったり、先生方も苦労

しているところでありまして、小学校に進んだ時に落ち着いた行動が出来ないということも

あります。幼児期は学ぶための土台形成の非常に大切な時期でありまして、白鳥委員さんが

おっしゃったとおり家庭の教育力の向上が今後ますます重くなっていくのかなと思います。 

   佐藤市長   学校だけで解決できる問題でなくて、栗原市が進めているのはコミュニティですね。小さ

な拠点あるいはまたそれぞれの集会所や施設ごとに自治会がある、自治会の中でしっかり見

ていける、そこがいいんですね。ところが、都市部にいくとなかなかそういうところがない

かもしれない。コミュニティが弱いところ、そういうところに対する対策は、やはりここだ

けの議論でなくて、関連する他の団体や関係部局との間で接点を設けたほうがいいと思いま

す。市民生活部や企画部とも話し合って、どこかですり合わせなければならない。保護者の

教育をするのに、学校、教育部だけで出来ない部分がある。それは何かというと、コミュニ

ティ、地域で人を育てるということだと思います。地域性があるのが一番大切で、地域性が

あるところはいいけど、都市部の、地域性のない、参加できないところのお母さんたちはど

うするのということになります。また、企業で子どもたちに対する対応についてしっかりや

っているところもありますので、そのような連携も大切になってくるかと思います。 

          では、千葉委員さん、どうぞ。 

   千葉委員   学力向上ということで、夏休み等の長期休暇の時に様々な勉強会をしているということは

とてもいいことだと思います。ただ、勉強会に参加した子たちが、学力向上につながる勉強

法を継続できているのか、その時だけ何日か勉強して、あとはもとに戻ってしまったのでは

学力が上がらないので、実際の効果の程がわからないところがあります。また、全体的に、

参加者は希望者のみなので、勉強会に出ない子たちの学力をどうやって上げていくかが一番

心配されるところです。ただ、今回の学力向上対策プロジェクト事業のほうで、授業外の指

導例のところに、朝学習や放課後学習会を盛り込んでいただいていましたので、これはその

時だけでなくて、毎週とか継続的にしていただけるように配慮していただければと思います。 

          それから、全国学力学習状況調査等を実施した時に、そのテストの分析をされて、学校の

先生のほうにはフィードバックされていると思います。先生もその内容で、授業の対策を取

られていると思うのですが、親のほうが、子どもたちが、どこが弱くて、どうやって勉強し

たらいいかわからないところがあります。結果を渡されるのですが、これを見ただけでは、

実際にどの単元が弱いのかわからなくて、家で復習するにも困っています。せっかく分析し

ているので、教育研究センターにもウェブのページがあるようなので、そこで栗原市はこう

いうところが弱いとか分かるように情報発信していただければと思います。その弱い部分の

問題集をプリントして復習できるようにとか、子どもたちは学校で、タブレットで電子教科
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書や問題集を使って勉強しているという話でしたが、家庭でも復習に役立てられるような情

報発信をしていただければいいのかなと思います。以上です。 

   佐藤市長   今の話について、どうぞ。 

 学校教育課長   例えば学府くりはら塾ですが、小学校は夏休み学習会、冬休み学習会ということでやって

います。中学校については、宮教大の学生が作ってきたプリントを使いながら、学習の仕方

を含めながら教えてくれているので、そこを継続的にやっていただければいいのかなと思い

ますし、それから、小学校についても、先生方のＯＢの方々が支援員ということでやってい

ます。やはり学習習慣の形成ということをメインとしてやっております。その辺、私どもも、

学習会に出た子どもと成績との相関関係を検証委員会の中でその部分について調べる必要が

あるのかなと改めて気づかされたところでございます。学習会に出られない子ども、手挙げ

方式なので学びたい子どもが集まってくるのですが、出ない子どもをどうするのかというこ

とでございますが、今、各小学校では朝や放課後の時間を使って単元テストのような形で繰

り返し学習をしております。花山小学校と一迫小学校は学び支援コーディネーター配置事業

を使って放課後学習会をしておりますので、是非そういった取り組みを市内の小中学校に広

めていきたいと考えてございます。 

          それから、様々な学力調査、今年までですと全国及び県学力・学習状況調査、市独自のＮ

ＲＴ調査をやっておりまして、これらは全て市で分析を行っており、学校でも分析を行いま

すし、市教委、市教育研究センターでも分析を行って、学校に返しております。学校では自

校の特徴も分かりますし、市全体の傾向も分かりますが、親御さんにはその結果の１枚もの

しか行かないということで、どう対処したらいいか分からないということなので、非常に貴

重なご意見をいただきました。今後、親御さん方がご家庭で一緒に家庭学習をする時にどう

いった手法でやっていけば子どもたちのやる気が出るのか、今後の、来年度から始まるプロ

ジェクト事業の中で調査していきたいと考えてございます。余談になりますが、小学校に入

ったタブレットパソコンのソフトの中で、ドリルソフトが入っておりまして、ＩＤ，パスワ

ードが学校毎に付与されていますので、ご家庭でインターネット環境があれば、そのドリル

ソフトはご家庭でも使うことが出来ます。そういった活用も出来るのかなと思います。 

          来年度の放課後学習会は今年２校から７校に拡充するということなので、これまでですと

築館の栗原文化会館、金成の教育研究センターということなので、どうしても足のないお子

さんは大変だったので、放課後学習会のほうがより平等な学ぶ機会を提供できるのではない

かと思っております。 

   佐藤市長   では、教育長、どうぞ。 

  亀井教育長   まずもって、委員長も話されましたが、佐藤市長には本当に教育施策について御理解いた

だき、いろいろな面で、人的そして予算的にも配慮いただいたことに心から感謝申し上げま

す。その報いに応えるところが出来たかどうか反省するところもあります。ただ、この総合

教育会議があって良かったなと思いました。そうでないと、どうしても市長部局と離れてい

るものですから、こういう場でもって話し合うことによって市全体の教育力の向上につなが

ったのではないかと思います。もっと早く出来ていればよかったなという思いを持っており

ます。 

          そういう中で、７つの成長戦略の学力向上における数値的な面の向上が、小学校はある程

度いいけれどなかなか上がらない、そういう反省点を考えてみると、これまではどうしても

学校独自で学力向上対策を取って、学校独自でやってきたというのが大きな反省でありまし
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て、やはり、教育委員会として、市として、学力向上施策をどのような形でやってきたのか

というところが反省として求められるところであります。そういう意味を込めて、２９年度

からの学力向上プロジェクトは生かされてくるのでないかと考えております。それから、先

ほど委員長さんから学力向上施策のゴールは一体何なのかというお話しがありました。学力

にはいろいろな学力がありますが、数的なものから言えば、やはり、県平均、全国平均を上

回るというのがひとつの数値目標であります。数字に踊ると言いますが、あくまでも全国同

様にやっていますので、それをクリアーすることが当面必要なのかなと思っているところで

あります。それから、千葉委員がおっしゃったことが非常に気になりました。子どもたちに、

家庭に、学力調査の結果を返してやるのだけど、それが学校独自でなかったのか どのよう

な形で返してやればいいか統一していくことも今後の推進委員会の課題です。このようにす

ると分かるとか、難しい言葉でなくて、家庭で、一目で見て、ここが弱いからこういうこと

をしてというようなことが分かるような方策を今後立てていかなければならないのかなと思

いました。それから、学ぶ土台づくりですが、これは前と比べると非常によくなってきたな

と思っております。前は教育委員会独自でやってきたのですが、今は市民生活部子育て支援

課等といろいろな情報共有が出来るようになってきています。そういう意味で幼保施設の整

備もあるのですが、幼稚園、保育所、小中学校の連携がこれまで以上に大切になるだろうし、

家庭教育学級の持ち方、これがひとつの課題だと思っています。来てほしい人がなかなか来

ないというのがありますので、その辺をどのような形でやっていくか、今年度は川島隆太先

生の講演会でしたが、今年度からＰＴＡとの共催で保護者にもいっしょに聴いてもらうよう

にしました。２９年度につきましては就学指導というテーマで宮教大の先生をお呼びしてや

っていくことにしておりますが、そこにいかに人を集めるか工夫をしていかなければと思っ

ております。何れにしましても情報の出し方が、広報に載せただけでいいのかという反省も

あります。学校を通してもっとＰＲするような広報活動のあり方も今後検討していかなけれ

ばならないのではないかと思っております。いろいろな反省点がありますが、教育部といた

しまして、部長を中心に、とにかく昨年度よりも良く、市長の思いに応えようというつもり

で、今委員さん方からいただいた意見は全て当てはまることだと思いますので、今後に生か

していきたいと思います。 

   佐藤市長   最後の卒業式だということで、慎重に小学校、中学校、高等学校を選んで行かせてもらい

ました。驚いたのはこの１０年間で大幅に変わったのが、子どもたちの心の素直さ、良さが

いいように出てきている、そのように感じました。いい雰囲気の卒業式でした。なかなか出

来るものではありません。かつては卒業式が出来ないような荒れた時代もあり、そういうこ

とから考えると今はほんとにきちんとルールを守ることが出来るようになってきて、とても

いいことだと思います。これは、これからの要望ですが、是非わかってもらいたいのは、栗

原は大きい気持ちで教育してきていると感じています。その流れの中で、もっと地域を良く

見て、この栗原の良さを教える事、何のためにジオパークが認定になったのか、ジオパーク

というものは栗原の歴史というか、地球史なんですよね。岩手・宮城内陸地震で死者も出た

中で、地球の歴史を紐解く、今ジオパークを通じて栗原市はその宝を大切にしています。ど

ういう方向に持っていくか、ジオパークってなんだろうと考えると、ジオパークは世界遺産

ではないけれど、世界遺産と差があっていい、要はそこで教育が出来て、そして、地域おこ

しが出来る、それが正にジオパークのいいところです。だから、ジオパークを使った教育が

小学校で増えてきて、いい交流が出来てきたと思います。本当に大切なことだと思います。 
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それから栗原の歴史を辿るマインパークがあります。リニューアルしてとてもよくなりまし

た。マインパークの歴史はこれまた鉱山の歴史なんです。是非学校の遠足などで行ってほし

いです。 あるいは、栗原の歴史「くりでん」も集約出来て、４月１日にミュージアムがオ

ープンします。これもまた是非子どもたちに行ってほしいと思います。それから白鳥委員さ

んも言われたけれど、伝統文化、八ツ鹿もそうだし、神楽や太鼓もそうだし、そういったも

のを遺していくことも大切です。鶏舞もいいですよね。学校がなくなったらやらなくなった

というのを聞くとさみしいなあと思います。その辺りもう少し力を入れてもいいという気が

します。それから国立青少年自然の家、こんないいものがある栗原市は恵まれていますよ。

市の予算では造れませんからね。これを有効活用したほうがいいですよ。何を言いたいかと

いうと、もっと地の利を生かして、教育に活用し、それを使って、みんなでいい栗原市にし

ていただければと思っています。この栗原で教育を受けたいとか、移住・定住してみたいと

いう人たちが増えてきたのは非常にいいことであり、働く場所も確保できています。そのた

めの交流を教育委員会にやってもらいたいです。「子は何物にも勝る宝」ここまで来れたのを

誇りにも思います。この会議もこれで最後でしょうから、歴代の教育長さん、委員長さん、

委員さん、そして仕事に携わった職員の皆さんに改めて感謝したいと思います。 

 

９ その他 

教育総務課長   その他でございますが、何かございますか。 

            「なし」の声あり 

 

１０ 閉 会 

教育総務課長   それでは皆様ご起立願います。以上をもちまして「平成２８年度第３回栗原市総合教育会

議」を終了いたします。 

一同「礼」 ありがとうございました。 

 

                                         午後３時１３分 


